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東
京
都
水
道
局
（
西
山
智

之
局
長
）
は
１２
月
１
日
、
千

代
田
区
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
「
東
京
近
代
水
道
１

２
５
周
年
記
念
式
典
」
を
挙

行
し
た
。
節
目
の
年
を
迎
え

て
持
続
可
能
な
水
道
へ
の
決

意
を
新
た
に
す
る
と
と
も

に
、
２
０
２
１
年
に
開
始
し

た
水
道
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の

参
加
者
に
よ
る
交
流
会
な
ど

を
繰
り
広
げ
た
。

東
京
の
水
道
は
徳
川
家
康

の
江
戸
入
府
後
、
小
石
川
上

水
や
玉
川
上
水
を
整
備
し
た

の
が
源
流
と
な
っ
て
い
る
。

１
８
９
８
年
１２
月
１
日
に
東

京
・
新
宿
区
の
旧
淀
橋
浄
水

場
か
ら
近
代
的
水
道
施
設
に

よ
る
給
水
を
開
始
し
、
同
日

を
「
東
京
水
道
の
日
」
と
定

め
て
い
る
。

記
念
式
典
で
は
西
山
水
道

局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
当
局
は
安
全
で
お
い
し

い
水
を
供
給
し
、
水
の
大
切

さ
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
い

る
。
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
都
民
の
皆
さ
ま

の
理
解
と
協
力
の
賜
物
だ
。

戦
災
や
大
地
震
な
ど
多
く
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

が
、
今
後
も
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
都
民
の
生
活

と
経
済
活
動
を
支
え
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
持
続
可
能
な

水
道
を
め
ざ
し

て
い
く
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

続
い
て
野
田

敦
東
京
水
道
㈱

社
長
が
「
東
京

で
は
１
３
７
０

万
都
民
に
水
道

水
を
供
給
し
て

い
る
。
多
く
の

危
機
に
直
面
し

た
が
、
揺
ら
ぐ

こ
と
な
く
安
定
供
給
に
努
め

て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
も
重
責

を
果
た
し
、
先
人
の
英
知
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
全

面
的
な
支
援
を
約
束
し
た
。

こ
の
あ
と
女
優
の
足
立
梨

花
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

映
像
を
交
え
な
が
ら
１
２
５

年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
水
道
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の

交
流
会
で
は
水
道
水
源
林
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発
に
意
見

交
換
し
た
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
藤
川
幸
造
会
長
は
１２
月
５
日
、
岸
田
文
雄
首
相
を
表
敬
訪
問
し
た
。
席

上
、
藤
川
会
長
は
水
道
整
備
・
管
理
行
政
が
国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
算
の
十
分
な
確
保

や
適
正
利
潤
・
適
正
工
期
に
配
慮
し
た
工
事
の
発
注
、
組
織
・
人
員
体
制
の
強
化
な
ど
を
要
望
。
ま
た
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
人
材
確
保
に
向
け
て
作
成
し
た
漫
画
「
命
の
水
物
語
」
を
贈
呈
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
岸
田
首

相
は
命
の
水
の
担
い
手
で
あ
る
全
管
連
の
取
り
組
み
に
理
解
を
示
し
、
期
待
を
込
め
て
激
励
し
た
。

当
日
は
藤
川
会
長
に
高
原

豊
明
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
広

島
県
管
工
事
協
同
組
合
連
合

会
会
長
、

大
方
幸
一

郎
広
島
県

管
工
事
協

会
理
事

長
、
小
田

克
仁
広
島

市
管
工
事

協
同
組
合

理
事
長
、

粕
谷
明
博

専
務
理
事

ら
が
同
行
。
岸
田
首
相
に
藤

川
会
長
ら
が
業
界
の
重
要
課

題
な
ど
を
説
明
し
、
水
道
行

政
の
移
管
に
際
し
て
の
予
算

・
体
制
確
保
及
び
業
界
振
興

施
策
の
充
実
に
関
す
る
要
望

書
と
共
に
「
命
の
水
物
語
」

を
手
渡
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る

水
道
行
政
に
つ
い
て
は
水
道

整
備
・
管
理
業
務
を
国
土
交

通
省
、
水
質
基
準
関
係
業
務

を
環
境
省
に
移
管
す
る
法
案

が
今
年
成
立
し
た
。
来
年
４

月
１
日
か
ら
新
体
制
に
移
行

す
る
。

今
回
の
要
望
に
よ
る
と
、

水
道
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震

化
や
災
害
発
生
時
の
応
急
復

旧
工
事
な
ど
に
迅
速
・
確
実

に
対
応
す
る
た
め
、
国
交
省

の
こ
れ
ま
で
の
予
算
に
厚
労

省
の
水
道
予
算
を
上
乗
せ
し

た
形
で
十
分
な
予
算
・
人
員

を
確
保
す
る
よ
う
要
請
。
ま

た
管
工
事
業
者
が
今
後
も
健

全
に
存
続
・
発
展
し
、
災
害

時
に
お
け
る
使
命
を
十
分
に

果
た
す
た
め
、
平
時
か
ら
適

正
利
潤
・
適
正
工
期
に
配
慮

し
た
工
事
が
安
定
的
・
持
続

的
に
発
注
さ
れ
る
よ
う
訴
え

た
。
こ
れ
に
伴
い
積
算
基
準

の
充
実
や
工
事
発
注
関
係
者

に
対
す
る
効
果
的
な
指
導
に

向
け
て
国
交
省
本
省
・
地
方

整
備
局
な
ど
の

組
織
・
人
員
体

制
の
強
化
が
必

要
だ
と
し
て
い

る
。一

方
、
管
工

事
業
界
へ
の
若
者
の
入
職
促

進
や
次
世
代
へ
の
技
術
・
技

能
の
着
実
な
継
承
を
図
る
た

め
、
若
者
に
魅
力
あ
る
業
界

づ
く
り
や
週
休
２
日
の
確
保

な
ど
働
き
方
改
革
の
一
層
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
全
管
連
傘
下
の
管
工
事

組
合
以
外
の
工
事
業
者
の
中

に
は
悪
質
な
業
者
も
含
ま
れ

て
お
り
、
業
界
健
全
化
の
た

め
の
取
り
組
み
も
欠
か
せ
な

い
。
こ
の
た
め
全
管
連
は
全

国
の
中
学
生
・
高
校
生
な
ど

を
対
象
に
管
工
事
業
界
の
仕

事
内
容
や
社
会
的
役
割
、
多

彩
な
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
漫
画
「
命
の

水
物
語
」
を
完
成
さ
せ
、
全

国
の
所
属
組
合
な
ど
を
通
じ

て
無
償
で
配
布
し
て
い
る
。

藤
川
会
長
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
岸
田
首

相
は
「
担
い
手
確
保
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
安

定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業
量

の
確
保
が
重
要
だ
。
命
の
水

の
確
保
の
た
め
に
は
地
元
密

着
の
業
者
に
頑
張
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、

全
管
連
の
取
り
組
み
に
強
い

期
待
感
を
表
明
し
た
。

藤川会長 岸田首相

岸田首相を囲んで懇談

漫画「命の水物語」野田社長 足立さん 西山局長
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